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NEW

NEW

推奨コース（順次受講されると効果的です）

機械設計／機械製図編

汎用機械加工編

NC機械加工編

P16 FMB05

旋削加工の理論と実際

旋盤加工を通じて生産現場における
問題解決能力を習得したい

P16 FMB06

フライス加工の理論と実際

フライス加工を通じて生産現場に
おける問題解決能力を習得したい

P57 AMB05・06

NC旋盤プログラミング技術

NCプログラムの理解で製品を
見る視点が大きく変わります！

P57 AMB08

マシニングセンタ
プログラミング技術

NCプログラムの組み方のセオリーが
最初から学べます！

P56 AMB02

旋盤加工技術

バイトの取付けから段取り・加工・
測定まで習得したい

P56 AMB04

フライス盤加工技術

フライスの取付けから段取り・加工・
測定まで習得したい

P55 AMA01

実践機械製図（CAD編）

2次元CADのコマンドを駆使した
機械製図を習得したい

P39 IMA21

2次元CADによる機械製図技術
〈AutoCAD〉

機械製図の作成方法を習得したい

P40 IMA71

構造強度設計のための
材料力学

構造強度設計に必要な材料力学の
各種計算手法を習得します

P39 IMA61

プラスチック射出成形
金型設計技術

金型の構造や設計に必要な技術計算
と最適な金型設計方法を習得したい

追加

追加
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NEW

NEW

推奨コース（順次受講されると効果的です）

機械設計／機械製図編

汎用機械加工編

NC機械加工編

P16 FMB05

旋削加工の理論と実際

旋盤加工を通じて生産現場における
問題解決能力を習得したい

P16 FMB06

フライス加工の理論と実際

フライス加工を通じて生産現場に
おける問題解決能力を習得したい

P57 AMB05・06

NC旋盤プログラミング技術

NCプログラムの理解で製品を
見る視点が大きく変わります！

P57 AMB08

マシニングセンタ
プログラミング技術

NCプログラムの組み方のセオリーが
最初から学べます！

P56 AMB02

旋盤加工技術

バイトの取付けから段取り・加工・
測定まで習得したい

P56 AMB04

フライス盤加工技術

フライスの取付けから段取り・加工・
測定まで習得したい

P55 AMA01

実践機械製図（CAD編）

2次元CADのコマンドを駆使した
機械製図を習得したい

P39 IMA21

2次元CADによる機械製図技術
〈AutoCAD〉

機械製図の作成方法を習得したい

P40 IMA71

構造強度設計のための
材料力学

構造強度設計に必要な材料力学の
各種計算手法を習得します

P39 IMA61

プラスチック射出成形
金型設計技術

金型の構造や設計に必要な技術計算
と最適な金型設計方法を習得したい

追加

追加

NEW

精密測定編

機械保全編

プレス加工／プレス金型編

溶接加工編

P17 FMB14

半自動アーク溶接技能クリニック
（３日間）

半自動アーク溶接作業を習得したい

P18 FMB17

TIG溶接技能クリニック
（３日間）

TIG溶接作業を習得したい

P17 FMB16

半自動アーク溶接技能クリニック
（２日間）

半自動アーク溶接作業を習得したい

P18 FMB19

TIG溶接技能クリニック
（２日間）

TIG溶接作業を習得したい

P55 AMD02

精密測定技術

“正しい測定作業”を習得したい

P41 IMB91

プレス金型のメンテナンス技術

プレス金型のメンテナンス
技術を習得したい

P43 IMB51

被覆アーク溶接技能
クリニック（２日間コース）

アーク溶接作業を習得したい

P42 IMB32

ステンレス鋼のTIG溶接技能
クリニック（２日間コース）
ステンレス鋼のTIG溶接作業を

習得したい

P43 IMB61

被覆アーク溶接技能
クリニック（３日間コース）

アーク溶接作業を習得したい

P42 IMB42

ステンレス鋼のTIG溶接技能
クリニック（３日間コース）
ステンレス鋼のTIG溶接作業を

習得したい

P40 IMXA1

生産現場の機械保全技術
機械装置のトラブルを未然に

防ぐための設備診断・保全に関する
技能と技術を習得したい

P41 IMXB1

伝動装置の機械保全技術
伝動装置の異常の種類やその原因を
理解し、点検法及びその対処法に係る

知識・技能を習得したい
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推奨コース（順次受講されると効果的です）

シーケンス制御設計／生産システム保全編

P19 FEX04

電動機制御のための
有接点シーケンス制御
電気系設備の電動機制御技術を

習得したい

P19 FEX02

電気系保全実践技術
（リレーシーケンス編）

電気系設備の保全技術を習得したい

P21 FEA03

PLCによるFAセンサ活用技術

FAセンサの活用技術を習得したい

P20 FEX06・07

実践的PLC制御技術

自動化システムのための
PLCを習得したい

P20 FEA02

PLC制御応用技術
（数値処理編）

PLCの応用力を習得したい

P58 AEA02

シーケンス制御による
電動機制御技術

効率化や安全性向上などモーター
制御の実務能力を習得したい

P58 AEX01

実践的PLC制御技術

PLCのハードウェア設計・組立や
プログラミングの要点等を習得したい

P44 IEA11

有接点シーケンス制御の
実践技術

シーケンス制御の基本を習得したい

P44 IEA21

シーケンス制御による
電動機制御技術
シーケンス制御を用いて
電動機制御を習得したい

P45 IEA42

PLCによるタッチパネル活用技術

タッチパネルを活用したシーケンス
制御のプログラミングを習得したい

P45 IEA32

PLCプログラミング技術

PLCを用いてシーケンス制御の
プログラミングを習得したい

P46 IEA51

PLC制御の応用技術

PLCを用いてシーケンス制御の
プログラミングを習得したい

組込みシステム開発・設計編

省エネルギー設備保全編

マイコン制御設計／パソコン制御設計編 デバイス／基板製造実装技術編

画像処理／信号処理設計編

電気設備工事／電気機器設備工事編

P22 FEA07

ロボットで学ぶ組込みシステム
設計実装技術（歩行型）
ロボット開発技術を習得したい

P21 FEA06

組込み技術者のための
プログラミング

プログラム開発手法を習得したい

P22 FEA08

IoTセンサシステム構築技術

IoT技術を習得したい

P46 IEA61

画像処理・認識アルゴリズムの
知識とプログラム開発技術
画像認識アルゴリズムを用いた
プログラミングを習得したい

P48 IEA81

太陽電池利用技術

太陽光発電設備の基本を習得したい

P27 FEX14

太陽光発電システムの
メンテナンス技術

太陽光発電システムのメンテナンス
技術を習得したい

P24 FEC02

一般用電気工作物の施工技術
（実践編）

低圧電気設備の施工技術を
習得したい

P25 FEC05

自家用電気工作物の施工技術
（実践編）

高圧電気設備の施工技術を
習得したい

電気設備保全／電力変換設備保全編

P26 FEX10・19

現場のための電気保全技術

電気設備の電気保全技術を
習得したい

P27 FEX12

高圧電気設備の保守点検技術

高圧の受電設備の点検・試験方法を
習得したい

P24 FEC04

一般用電気工作物の施工技術
（応用編）

低圧電気設備の施工技術を
習得したい

P25 FEC06

自家用電気工作物の施工技術
（応用編）

高圧電気設備の施工技術を
習得したい

P47 IEA71

マイコン制御システム開発技術

マイコン制御に必要な
プログラミングを習得したい

P23 FEB02

基板製作に係る
鉛フリーはんだ付け技術

鉛フリーはんだ付け技術を習得したい

［セットコース］ ［セットコース］

追加
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推奨コース（順次受講されると効果的です）

シーケンス制御設計／生産システム保全編

P19 FEX04

電動機制御のための
有接点シーケンス制御
電気系設備の電動機制御技術を

習得したい

P19 FEX02

電気系保全実践技術
（リレーシーケンス編）

電気系設備の保全技術を習得したい

P21 FEA03

PLCによるFAセンサ活用技術

FAセンサの活用技術を習得したい

P20 FEX06・07

実践的PLC制御技術

自動化システムのための
PLCを習得したい

P20 FEA02

PLC制御応用技術
（数値処理編）

PLCの応用力を習得したい

P58 AEA02

シーケンス制御による
電動機制御技術

効率化や安全性向上などモーター
制御の実務能力を習得したい

P58 AEX01

実践的PLC制御技術

PLCのハードウェア設計・組立や
プログラミングの要点等を習得したい

P44 IEA11

有接点シーケンス制御の
実践技術

シーケンス制御の基本を習得したい

P44 IEA21

シーケンス制御による
電動機制御技術
シーケンス制御を用いて
電動機制御を習得したい

P45 IEA42

PLCによるタッチパネル活用技術

タッチパネルを活用したシーケンス
制御のプログラミングを習得したい

P45 IEA32

PLCプログラミング技術

PLCを用いてシーケンス制御の
プログラミングを習得したい

P46 IEA51

PLC制御の応用技術

PLCを用いてシーケンス制御の
プログラミングを習得したい

組込みシステム開発・設計編

省エネルギー設備保全編

マイコン制御設計／パソコン制御設計編 デバイス／基板製造実装技術編

画像処理／信号処理設計編

電気設備工事／電気機器設備工事編

P22 FEA07

ロボットで学ぶ組込みシステム
設計実装技術（歩行型）
ロボット開発技術を習得したい

P21 FEA06

組込み技術者のための
プログラミング

プログラム開発手法を習得したい

P22 FEA08

IoTセンサシステム構築技術

IoT技術を習得したい

P46 IEA61

画像処理・認識アルゴリズムの
知識とプログラム開発技術
画像認識アルゴリズムを用いた
プログラミングを習得したい

P48 IEA81

太陽電池利用技術

太陽光発電設備の基本を習得したい

P27 FEX14

太陽光発電システムの
メンテナンス技術

太陽光発電システムのメンテナンス
技術を習得したい

P24 FEC02

一般用電気工作物の施工技術
（実践編）

低圧電気設備の施工技術を
習得したい

P25 FEC05

自家用電気工作物の施工技術
（実践編）

高圧電気設備の施工技術を
習得したい

電気設備保全／電力変換設備保全編

P26 FEX10・19

現場のための電気保全技術

電気設備の電気保全技術を
習得したい

P27 FEX12

高圧電気設備の保守点検技術

高圧の受電設備の点検・試験方法を
習得したい

P24 FEC04

一般用電気工作物の施工技術
（応用編）

低圧電気設備の施工技術を
習得したい

P25 FEC06

自家用電気工作物の施工技術
（応用編）

高圧電気設備の施工技術を
習得したい

P47 IEA71

マイコン制御システム開発技術

マイコン制御に必要な
プログラミングを習得したい

P23 FEB02

基板製作に係る
鉛フリーはんだ付け技術

鉛フリーはんだ付け技術を習得したい

［セットコース］ ［セットコース］

追加
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P31 FHA21

建築物の積算・見積り
実践技術

建築工事の積算・見積技術を
習得したい

P30 RHA06

３次元CAD
（鉄骨造実践編）

鉄骨造における建築図面の作成方法を
習得したい

P28 FHA03・04

実践建築設計２次元CAD技術
（一般図編）

建築図面の作成方法を習得したい

P28 FHA07・08

実践建築設計２次元CAD技術
（建築図編）

建築図面の作成方法を習得したい

P29 FHA24

実践建築設計２次元CAD技術
（設備図編）

建築図面の作成方法を習得したい

P49 IHA22

実践建築設計２次元CAD技術
（J活用編）

建築設計の効率化・最適化をめざして、
各図面における作成方法を習得したい

P29 FHA15・16

実践建築設計３次元CAD技術

建築図面の作成方法を習得したい

P49 IHA12

実践建築設計２次元CAD技術
（J利用編）

建築設計の効率化・最適化をめざして、
各図面における作成方法を習得したい

P50 IHA61

インテリアパース作成実践技術 
（軸測投影図法編）

意匠設計の新たな品質又は製品の創造をめざして、
効果的なプレゼンテーション手法や住宅インテリア

パース作成の実践的な技術を習得したい

P51 IHA71

インテリアパース作成実践技術 
（一消点図法編）

住宅提案における意匠設計の新たな品質又は
製品の創造をめざして、実務的なインテリア
パース作成の実践的な技術を習得したい

P59 AHA02

実践建築設計２次元CAD技術
（建築図編）

２次元CADによる建築設計図面
（建築図）の作成技術を習得したい

P59 AHA07

BIMを用いた建築設計技術
（導入編）

BIMによるモデリング作成技術及び
活用方法を習得したい

P30 FHA18

木造住宅における壁量計算技術

構造計画手法を習得したい

P60 AHA03

木造住宅における壁量計算技術

木造軸組構の壁量計算と補強金物の
選定方法を習得したい

P60 AHA01

実践建築設計３次元CAD技術
３次元プレゼンテーションソフトによる
建築設計図面でのモデル化を習得したい
（マイホームデザイナーPRO）

P61 AHC01

壁装施工の実践技術

クロス貼り等の壁面を仕上げる
技術を習得したい

推奨コース（順次受講されると効果的です）

建築設計／建築構造計画編

建築設計／建築製図編

建物積算編

建築施工／壁装施工編

P50 IHA52

実践建築設計３次元CAD技術
計画段階におけるモデリング作成を通じ、

高付加価値化をめざして、３次元ＣＡＤを用いた
意匠計画やパース活用技術について習得したい

追加

追加

追加

NEW NEW
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P31 FHA21

建築物の積算・見積り
実践技術

建築工事の積算・見積技術を
習得したい

P30 RHA06

３次元CAD
（鉄骨造実践編）

鉄骨造における建築図面の作成方法を
習得したい

P28 FHA03・04

実践建築設計２次元CAD技術
（一般図編）

建築図面の作成方法を習得したい

P28 FHA07・08

実践建築設計２次元CAD技術
（建築図編）

建築図面の作成方法を習得したい

P29 FHA24

実践建築設計２次元CAD技術
（設備図編）

建築図面の作成方法を習得したい

P49 IHA22

実践建築設計２次元CAD技術
（J活用編）

建築設計の効率化・最適化をめざして、
各図面における作成方法を習得したい

P29 FHA15・16

実践建築設計３次元CAD技術

建築図面の作成方法を習得したい

P49 IHA12

実践建築設計２次元CAD技術
（J利用編）

建築設計の効率化・最適化をめざして、
各図面における作成方法を習得したい

P50 IHA61

インテリアパース作成実践技術 
（軸測投影図法編）

意匠設計の新たな品質又は製品の創造をめざして、
効果的なプレゼンテーション手法や住宅インテリア

パース作成の実践的な技術を習得したい

P51 IHA71

インテリアパース作成実践技術 
（一消点図法編）

住宅提案における意匠設計の新たな品質又は
製品の創造をめざして、実務的なインテリア
パース作成の実践的な技術を習得したい

P59 AHA02

実践建築設計２次元CAD技術
（建築図編）

２次元CADによる建築設計図面
（建築図）の作成技術を習得したい

P59 AHA07

BIMを用いた建築設計技術
（導入編）

BIMによるモデリング作成技術及び
活用方法を習得したい

P30 FHA18

木造住宅における壁量計算技術

構造計画手法を習得したい

P60 AHA03

木造住宅における壁量計算技術

木造軸組構の壁量計算と補強金物の
選定方法を習得したい

P60 AHA01

実践建築設計３次元CAD技術
３次元プレゼンテーションソフトによる
建築設計図面でのモデル化を習得したい
（マイホームデザイナーPRO）

P61 AHC01

壁装施工の実践技術

クロス貼り等の壁面を仕上げる
技術を習得したい

推奨コース（順次受講されると効果的です）

建築設計／建築構造計画編

建築設計／建築製図編

建物積算編

建築施工／壁装施工編

P50 IHA52

実践建築設計３次元CAD技術
計画段階におけるモデリング作成を通じ、

高付加価値化をめざして、３次元ＣＡＤを用いた
意匠計画やパース活用技術について習得したい

追加

追加

追加

NEW NEW

追加

P34 FEZ05

製造現場担当者の
実践力向上

現場の問題解決のための
スキルを習得したい

P47 IEC11

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術

建築設計の効率化・最適化をめざして、
各図面における作成方法を習得したい

P61

建築設計／建築法規編

空気調和換気設備工事編

AHA05

省エネルギー住宅及び
低炭素建築物の計画実践技術
省エネルギー基準について理解する

P62 AEC01

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術

ルームエアコン据付作業の要点や
機器の使用方法などを習得したい

P32 FEX15

生産現場における現場改善技法
生産現場に発生する問題点の分析や
改善のための手法及び生産効率を
向上させるための技法を習得したい

P32 FEX16

生産現場に活かす品質管理技法

現場改善のための手法及び
品質管理技法を習得したい

P33 FEZ02

製造業の環境技術
（ISO14001内部監査技術）
内部監査員の実務の進め方について

習得したい

P33 FEX18

品質マネジメントシステムのための
内部監査技術

品質マネジメントシステムを活用した
業務改善手法を活用したい

P34 FEZ04

仕事と人を動かす現場監督者の育成
（生産現場のリーダー・管理者の育成）

現場のリーダーとして身につけて
おくべきスキルを習得したい

推奨コース（順次受講されると効果的です）

生産管理／品質分野編

推奨コース（順次受講されると効果的です）

セミナーコース関連図【生産管理・品質管理 分野】
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機械 分野� ●ポリテクセンター福島

電気・電子 分野

※受講料には、暖房料金（12月〜3月）が含まれています。

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■汎用機械加工編

旋削加工の理論と実際 16 FMB05 12 10 ¥9,000 11/28（火）・29（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター
福島

フライス加工の理論と実際 16 FMB06 12 10 ¥10,500 12/4（月）・5（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター
福島

■溶接加工編
半自動アーク溶接技能
クリニック（3日間） 17 FMB14 18 10 ¥23,000 11/7（火）・8（水）・9（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
半自動アーク溶接技能
クリニック（2日間） 17 FMB16 12 10 ¥18,000 1/24（水）・25（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
TIG溶接技能クリニック
（3日間） 18 FMB17 18 10 ¥23,000 10/3（火）・4（水）・5（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
TIG溶接技能クリニック
（2日間） 18 FMB19 12 10 ¥18,000 12/5（火）・6（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■シーケンス制御設計／生産システム保全編
電気系保全実践技術
（リレーシーケンス編） 19 FEX02 12 10 ¥8,000 1/18（木）・19（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
電動機制御のための
有接点シーケンス制御 19 FEX04 18 10 ¥11,000 1/10（水）・11（木）・12（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

実践的PLC制御技術 20
FEX06

12 10 ¥8,000
10/26（木）・27（金）

9:20~16:20 ポリテクセンター
福島FEX07 2/20（火）・21（水）

PLC制御応用技術
（数値処理編） 20 FEA02 12 10 ¥8,500 11/20（月）・21（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
PLCによるFAセンサ活用
技術 21 FEA03 12 10 ¥8,500 12/13（水）・14（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

■組込みシステム開発・設計編
組込み技術者のための
プログラミング 21 FEA06 12 10 ¥9,500 10/12（木）・13（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
ロボットで学ぶ組込みシス
テム設計実装技術（歩行型） 22 FEA07 12 10 ¥12,000 1/24（水）・25（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
IoTセンサシステム構築
技術 22 FEA08 12 10 ¥10,000 3/14（木）・15（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

■デバイス・基板製造／実装組立編
基板製作に係る
鉛フリーはんだ付け技術 23 FEB02 12 10 ¥17,000 12/19（火）・20（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
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居住 分野

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■電気設備工事／電気機器設備工事編
一般用電気工作物の
施工技術（実践編） 24 FEC02 12 10 ¥10,000 12/11（月）・12（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
一般用電気工作物の
施工技術（応用編） 24 FEC04 12 10 ¥10,000 12/13（水）・14（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
自家用電気工作物の
施工技術（実践編） 25 FEC05 12 10 ¥12,000 12/4（月）・5（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
自家用電気工作物の
施工技術（応用編） 25 FEC06 12 10 ¥12,000 12/6（水）・7（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

■電気設備保全／電力変換設備保全編
現場のための電気保全
技術 26

FEX10
12 10

¥7,500 1/23（火）・24（水）
9:20~16:20 ポリテクセンター

福島FEX19 ¥7,500 1/30（火）・31（水）
高圧電気設備の保守点検
技術 27 FEX12 12 10 ¥12,000 2/20（火）・21（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

■省エネルギー設備保全編
太陽光発電システムの
メンテナンス技術 27 FEX14 12 10 ¥14,500 11/28（火）・29（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■建築設計／建築製図編
実践建築設計2次元CAD
技術（一般図編） 28

FHA03
12 10

¥7,000 1/11（木）・12（金）
9:20~16:20 ポリテクセンター

福島FHA04 ¥9,500 1/13（土）・14（日）

実践建築設計2次元CAD
技術（建築図編） 28

FHA07
12 10

¥7,500 1/18（木）・19（金）
9:20~16:20 ポリテクセンター

福島FHA08 ¥9,500 1/20（土）・21（日）
実践建築設計2次元CAD
技術（設備図編） 29 FHA24 12 10 ¥9,500 1/27（土）・28（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

実践建築設計3次元CAD
技術 29

FHA15
12 10

¥7,000 10/12（木）・13（金）
9:20~16:20 ポリテクセンター

福島FHA16 ¥9,500 12/9（土）・10（日）

3次元CAD（鉄骨造実践編） 30 RHA06 12 10 ¥10,000 10/14（土）・21（土） 10:00~17:00 ポリテクセンター
福島

■建築構造計画編
木造住宅における壁量
計算技術 30 FHA18 12 10 ¥9,500 2/17（土）・18（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

■建築積算編
建築物の積算・見積り実践
技術 31 FHA21 12 10 ¥9,500 11/11（土）・12（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島

追加

追加

追加
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生産管理・品質管理 分野

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■生産管理／品質管理編
生産現場における
現場改善技法 32 FEX15 12 10 ¥7,000 11/1（水）・2（木） 9：20～16：20 ポリテクセンター

福島
生産現場に活かす
品質管理技法 32 FEX16 12 10 ¥7,500 12/6（水）・7（木） 9：20～16：20 ポリテクセンター

福島
品質マネジメントシステム
のための内部監査技術 33 FEX18 12 20 ¥8,500 10/12（木）・13（金） 9：20～16：20 人材育成センター（白河市）
製造業の環境技術
（ISO14001内部監査技術） 33 FEZ02 12 10 ¥8,000 10/24（火）・25（水） 9：20～16：20 人材育成センター（白河市）
仕事と人を動かす現場監
督者の育成（生産現場のリ
ーダー・管理者の育成）

34 FEZ04 12 15 ¥6,000 11/15（水）・16（木） 9：20～16：20 ポリテクセンター
福島

製造現場担当者の実践力
向上（実践行動の原理・原
則と基本行動）

34 FEZ05 12 15 ¥6,000 3/12（火）・13（水） 9：20～16：20 ポリテクセンター
福島

追加
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11月

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

TIG溶接技能クリニック
（3日間） 18 FMB17 18 10 ¥23,000 10/3（火）・4（水）・5（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
組込み技術者のための
プログラミング 21 FEA06 12 10 ¥9,500 10/12（木）・13（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
実践建築設計3次元CAD
技術 29 FHA15 12 10 ¥7,000 10/12（木）・13（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
品質マネジメントシステム
のための内部監査技術 33 FEX18 12 20 ¥8,500 10/12（木）・13（金） 9:20~16:20 人材育成センター（白河市）

3次元CAD（鉄骨造実践編） 30 RHA06 12 10 ¥10,000 10/14（土）・21（土） 10:00~17:00 ポリテクセンター
福島

製造業の環境技術
（ISO14001内部監査技術） 33 FEZ02 12 10 ¥8,000 10/24（火）・25（水） 9:20~16:20 人材育成センター（白河市）

実践的PLC制御技術 20 FEX06 12 10 ¥8,000 10/26（木）・27（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

生産現場における
現場改善技法 32 FEX15 12 10 ¥7,000 11/1（水）・2（木） 9：20～16：20 ポリテクセンター

福島
半自動アーク溶接技能
クリニック（3日間） 17 FMB14 18 10 ¥23,000 11/7（火）・8（水）・9（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
建築物の積算・見積り
実践技術 31 FHA21 12 10 ¥9,500 11/11（土）・12（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
仕事と人を動かす現場監
督者の育成（生産現場のリ
ーダー・管理者の育成）

34 FEZ04 12 15 ¥6,000 11/15（水）・16（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

PLC制御応用技術
（数値処理編） 20 FEA02 12 10 ¥8,500 11/20（月）・21（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
太陽光発電システムの
メンテナンス技術 27 FEX14 12 10 ¥14,500 11/28（火）・29（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

旋削加工の理論と実際 16 FMB05 12 10 ¥9,000 11/28（火）・29（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

フライス加工の理論と実際 16 FMB06 12 10 ¥10,500 12/4（月）・5（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

自家用電気工作物の施工
技術（実践編） 25 FEC05 12 10 ¥12,000 12/4（月）・5（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
TIG溶接技能クリニック
（2日間） 18 FMB19 12 10 ¥18,000 12/5（火）・6（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
自家用電気工作物の
施工技術（応用編） 25 FEC06 12 10 ¥12,000 12/6（水）・7（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
生産現場に活かす
品質管理技法 32 FEX16 12 10 ¥7,500 12/6（水）・7（木） 9：20～16：20 ポリテクセンター

福島
実践建築設計3次元CAD
技術 29 FHA16 12 10 ¥9,500 12/9（土）・10（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

※受講料には、暖房料金（12月〜3月）が含まれています。

11月

12月

10月� ●ポリテクセンター福島

追加
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コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

一般用電気工作物の
施工技術（実践編） 24 FEC02 12 10 ¥10,000 12/11（月）・12（火） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
一般用電気工作物の
施工技術（応用編） 24 FEC04 12 10 ¥10,000 12/13（水）・14（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
PLCによるFAセンサ活用
技術 21 FEA03 12 10 ¥8,500 12/13（水）・14（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
基板製作に係る
鉛フリーはんだ付け技術 23 FEB02 12 10 ¥17,000 12/19（火）・20（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

電動機制御のための
有接点シーケンス制御 19 FEX04 18 10 ¥11,000 1/10（水）・11（木）・12（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
実践建築設計2次元CAD
技術（一般図編） 28 FHA03 12 10 ¥7,000 1/11（木）・12（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
実践建築設計2次元CAD
技術（一般図編） 28 FHA04 12 10 ¥9,500 1/13（土）・14（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
電気系保全実践技術
（リレーシーケンス編） 19 FEX02 12 10 ¥8,000 1/18（木）・19（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター

福島
実践建築設計2次元CAD
技術（建築図編） 28 FHA07 12 10 ¥7,500 1/18（木）・19（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
実践建築設計2次元CAD
技術（建築図編） 28 FHA08 12 10 ¥9,500 1/20（土）・21（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

現場のための電気保全技術 26 FEX10 12 10 ¥7,500 1/23（火）・24（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

半自動アーク溶接技能
クリニック（2日間） 17 FMB16 12 10 ¥18,000 1/24（水）・25（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
ロボットで学ぶ組込みシス
テム設計実装技術（歩行型） 22 FEA07 12 10 ¥12,000 1/24（水）・25（木） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島
実践建築設計2次元CAD
技術（設備図編） 29 FHA24 12 10 ¥9,500 1/27（土）・28（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

現場のための電気保全技術 26 FEX19 12 10 ¥7,500 1/30（火）・31（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

木造住宅における壁量
計算技術 30 FHA18 12 10 ¥9,500 2/17（土）・18（日） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

実践的PLC制御技術 20 FEX07 12 10 ¥8,000 2/20（火）・21（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　
福島

高圧電気設備の保守点検
技術 27 FEX12 12 10 ¥12,000 2/20（火）・21（水） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

製造現場担当者の実践力
向上（実践行動の原理・原
則と基本行動）

34 FEZ05 12 15 ¥6,000 3/12（火）・13（水） 9：20～16：20 ポリテクセンター
福島

IoTセンサシステム構築
技術 22 FEA08 12 10 ¥10,000 3/14（木）・15（金） 9:20~16:20 ポリテクセンター　

福島

1月

2月

3月

追加

追加

追加
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機械 分野� ●ポリテクセンター福島

汎用機械加工編

旋削加工の理論と実際
コース番号 日　程

FMB05 11/28（火）・29（水）

機械加工の生産性の向上をめざして、最適化（改善）に向け
た切削検証実習を通して旋削加工の理論と実際との相違点を
理解し、生産現場における問題解決を図ることができる能力
を習得します。
１．旋削理論及び加工技術
２．切削検証
３．まとめ

旋盤作業等の業務に従事されている方

作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ、筆記
用具

汎用旋盤、各種バイト、測定具など

受 講 料 9,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

フライス加工の理論と実際
コース番号 日　程

FMB06 12/4（月）・5（火）

汎用機械加工の生産性の向上をめざして、最適化（改善）に
向けた切削検証実習を通して、フライス加工の理論と実際と
の相違点を学習し、生産現場における問題解決を図ることが
できる能力を習得します。
１．切削理論及び加工技術
２．切削検証
３．まとめ

切削加工作業等の業務に従事されている方

作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ、筆記
用具

フライス盤、各種切削加工具、測定具など

受 講 料 10,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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溶接加工編

半自動アーク溶接技能クリニック（3日間） 
コース番号 日　程

FMB14 11/7（火）・8（水）・9（木）

半自動アーク溶接作業における技能の高度化を目指し、溶接
材料や継手の種類、溶接姿勢に応じた溶接法およびそのポイ
ントを習得します。
１．マグ溶接の知識（溶接機器、溶接材料と溶接性、溶接部

の試験と検査）
２．溶接実習（溶接条件、施工管理、溶接部曲げ試験、問題

点の把握・解決法）
３．まとめ
※学科１日＋実技２日のコースです。
※受講にあたり、習得目標を決めておいて頂くとより効果的です。

半自動アーク溶接作業に従事されている方

作業服（長袖）、作業帽、革手袋、安全靴、
筆記用具

炭酸ガス半自動アーク溶接機（ダイヘンDM350
またはパナソニックYD-350GR3）、精密万
能試験機

受 講 料 23,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 3日間／18時間

半自動アーク溶接技能クリニック（2日間）
コース番号 日　程

FMB16 1/24（水）・25（木）

半自動アーク溶接作業における技能の高度化を目指し、溶接
材料や継手の種類、溶接姿勢に応じた溶接法およびそのポイ
ントを習得します。
１．溶接実習（溶接条件、施工管理、溶接部曲げ試験、問題

点の把握・解決法）
２．まとめ
※実技2日のみのコースです。
※受講にあたり、習得目標を決めておいて頂くとより効果的です。

半自動アーク溶接作業に従事されている方

作業服（長袖）、作業帽、革手袋、安全靴、
筆記用具

炭酸ガス半自動アーク溶接機（ダイヘンDM350
またはパナソニックYD-350GR3）、精密万
能試験機

受 講 料 18,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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TIG溶接技能クリニック（3日間） 
コース番号 日　程

FMB17 10/3（火）・4（水）・5（木）

TIG溶接作業における技能の高度化を目指し、溶接材料や継
手の種類、溶接姿勢に応じた溶接法およびそのポイントを習
得します。
１．TIG溶接の知識（溶接機器、溶接材料と溶接性、溶接部

の試験と検査）
２．溶接実習（溶接条件、施工管理、溶接部曲げ試験、問題

点の把握・解決法）
３．まとめ
※学科１日＋実技２日のコースです。
※受講にあたり、習得目標を決めておいて頂くとより効果的です。

TIG溶接作業に従事されている方

作業服（長袖）、作業帽、革手袋、安全靴、
筆記用具

交直両用TIG溶接機（ダイヘンDA-300P）、
精密万能試験機

受 講 料 23,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 3日間／18時間

TIG溶接技能クリニック（2日間） 
コース番号 日　程

FMB19 12/5（火）・6（水）

TIG溶接作業における技能の高度化を目指し、溶接材料や継
手の種類、溶接姿勢に応じた溶接法およびそのポイントを習
得します。
１．溶接実習（溶接条件、施工管理、溶接部曲げ試験、問題

点の把握・解決法）
２．まとめ
※実技２日のみのコースです。
※受講にあたり、習得目標を決めておいて頂くとより効果的です。

TIG溶接作業に従事されている方

作業服（長袖）、作業帽、革手袋、安全靴、
筆記用具

交直両用TIG溶接機（ダイヘンDA-300P）、
精密万能試験機

受 講 料 18,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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電気系保全実践技術（リレーシーケンス編）
コース番号 日　程

FEX02 1/18（木）・19（金）

工場等の電気系設備に関する保全技術者の能力開発について
お悩みはありませんか？本セミナーでは、シーケンス制御の
応用として、制御機器の保全技術、故障箇所の特定からその
対処方法を学ぶことができます。　
１．電気系保全概要　　２．制御機器に生じる不良の要因
３．欠陥の種類　　　　４．故障発見・トラブル修復実習

工場等各種設備の電気系保全の技術を身につけたい方におす
すめです。
実習用機器は、１人１セットで実習

筆記用具

実習装置、電磁継電器、タイマ、故障リレー、
故障タイマ、模擬断線

受 講 料 8,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

電気・電子 分野

シーケンス制御設計／生産情報システム保全編

電動機制御のための有接点シーケンス制御
コース番号 日　程

FEX04 1/10（水）・11（木）・12（金）

工場等の電気系設備に関する保全技術者の能力開発につい
てお悩みはありませんか？本セミナーでは、工場内で使用
されているリレーを用いた電動機制御について実習を通し
て習得します。
１．三相電動機の概要　　２．各種配線方式説明
３．電動機制御実習
　　・直入始動・停止回路　　・正転・逆転回路
　　・Y－△始動・停止回路

工場等各種設備の電気系保全の技術を身につけたい方にお
すすめです。
実習用機器は、１人１セットで実習

筆記用具

電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、
スイッチ、表示灯、ヒューズ、ブレーカ、
三相誘導電動機、回路計（テスタ）

受 講 料 11,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 3日間／18時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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実践的PLC制御技術
コース番号 日　程

FEX06 10/26（木）・27（金）
FEX07 2/20（火）・21（水）

自動化システムの設計・保守業務における効率化・最適化を
めざして、PLCに関する知識・回路の作成・変更法と実践的
な生産設備設計の実務能力を総合学習を通して習得します。
１．PLCの概要
２．PLCの構成　
３．基本命令プログラム作成演習
４．負荷装置を用いた総合学習

自動化設備の設計業務に従事されている方

筆記用具

PLC（三菱電機製）、パソコン、負荷装置

受 講 料 8,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

PLC制御応用技術（数値処理編）
コース番号 日　程

FEA02 11/20（月）・21（火）

自動化生産システムの設計・保守の最適化及び生産性の向上
をめざして、PLCの数値演算処理に関する手法とシーケン
ス制御に関する応用力を習得します。
１．概要　  
２．数値処理命令（四則演算、比較演算、データ変換処理）　　
３．数値データの入出力法
４．総合実習　　
５．確認・評価

自動化設備の設計・保守業務に従事されている方

筆記用具

パソコン、PLC（三菱電機製）、負荷装置

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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組込みシステム開発・設計編

組込み技術者のためのプログラミング
コース番号 日　程

FEA06 10/12（木）・13（金）

組込みマイコンシステムの構成や開発環境を理解し、Ｃ言語
によるプログラム開発手法を習得します。
１．開発環境
２．開発技法とプログラミング
　　・組込み用途、Ｃ言語の特徴、変数とメモリ
　　・フロー制御構文による標準入出力制御実習
　　・配列とポインタ
３．応用課題
４．まとめ

これから組込みシステムの開発のためにC言語を習得したい方

筆記用具、データ持ち帰り用USBメモリ（任意）

パソコン、ルネサスエレクトロニクスRL78/
G14マイコン、開発環境（CS+）、エミュレー
タ、電子部品等

受 講 料 9,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

ＰＬＣによるＦＡセンサ活用技術
コース番号 日　程

FEA03 12/13（水）・14（木）

自動化設備の効率化、予防保全をめざして、生産ラインで
使用されている代表的なFAセンサの選定方法や活用技術、
PLCとの接続等を実習を通して実践的に習得します。
１．PLCの概要
２．センサ概要
３．各種センサ演習
４．統合演習

「PLC制御応用技術（数値処理編）」の修了者または同等の
シーケンサプログラミングの知識のある方 

筆記用具

ノートパソコン、PLC（三菱電機製）、タッ
チパネル（三菱電機製GOTシリーズ）、各種
センサ

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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ロボットで学ぶ組込みシステム設計実装技術（歩行型）
コース番号 日　程

FEA07 1/24（水）・25（木）

ロボット開発の効率・生産性の向上を目指して、歩行制御実
装の実習を通し多足ロボットシステムの構築と行動制御を習
得します。
１．多足ロボットシステムの要求分析　　４．実装演習
２．開発環境概要　　　　　　　　　　　５．まとめ
３．歩行メカニズム

C等でのプログラミング知識があり、ロボットの姿勢制御に
興味のある方 

筆記用具、USBメモリ

歩行型ロボットは持ち帰りできません。

受 講 料 12,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

IoTセンサシステム構築技術
コース番号 日　程

FEA08 3/14（木）・15（金）

室内の温度や湿度、明るさを快適に制御し、データを可視化
できるなど、IoT（Internet of Things）技術を活用したシ
ステムを作るのに必要なセンサシステム構築技術について、
原理やセンサ回路、制御プログラム開発を通して習得します。
１．センサの動作原理と特性
　　・温度、湿度、光等各種センサ
２．センサ信号のディジタル化
　　・コンパレータ、A/D変換
３．IoT通信モジュール演習
　　・インターフェース、動作確認
４．センサシステム構築実習
　　・組込みプログラミング、IoT通信システム
　　・センサのデータロギング、可視化
５．まとめ

何らかのプログラミング言語の理解があること
使用言語はC、C++

筆記用具、データ持ち帰り用USBメモリ

ESP32系、PC

受 講 料 10,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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デバイス／基板製造実装技術編

基板製作に係る鉛フリーはんだ付け技術
コース番号 日　程

FEB02 12/19（火）・20（水）

鉛フリーはんだを使用した手はんだ付け作業における鉛フ
リー化による問題の解決と品質向上をめざして、鉛フリーは
んだ付け作業の実践技術・管理技術を習得します。
１．鉛フリー化
２．手はんだ付けの科学的知識
３．鉛フリー手はんだ付けの課題
４．鉛フリー手はんだ作業のポイント
５．鉛フリー手はんだ付け実習
６．実習（挿入実装、表面実装）

電子機器のはんだ付け作業に従事する技能・技術者等であっ
て、指導的・中核的な役割を担う方又はその候補の方

筆記用具

はんだコテ、工具、部品一式

受 講 料 17,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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一般用電気工作物の施工技術（実践編）
コース番号 日　程

FEC02 12/11（月）・12（火）

電気設備の施工実習（二種技能試験課題）を通じて、保守性
や安全性を考慮した施工技術を習得します。
１．一般用電気工作物の施工概要
２．各種図面と器具・材料選定
３．施工・検査
４．まとめ
実践編と応用編はセット受講必須となります。

電気設備の施工業務等に従事されている方、これから従事予
定の方

筆記用具、電気工事用工具類一式、作業服、
手袋、指定テキスト

電線類、電気工事用配線器具類

受 講 料 10,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

一般用電気工作物の施工技術（応用編）
コース番号 日　程

FEC04 12/13（水）・14（木）

電気設備の施工実習（二種技能試験課題）を通じて、電気工
作物の構造理解と安全性を考慮した電気設備施工技術を習得
します。
１．施工実習
２．検査確認
３．まとめ
実践編と応用編はセット受講必須となります。

電気設備の施工業務等に従事されている方、これから従事予
定の方

筆記用具、電気工事用工具類一式、作業服、
手袋、指定テキスト

電線類、電気工事用配線器具類

受 講 料 10,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

電気設備工事／電気機器設備工事編
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自家用電気工作物の施工技術（実践編）
コース番号 日　程

FEC05 12/4（月）・5（火）

電気設備の施工実習（一種技能試験課題）を通じて、保守性
や安全性を考慮した施工技術を習得します。
１．自家用電気工作物の施工概要
２．機器・配線材料の選定
３．施工実習
４．まとめ
実践編と応用編はセット受講必須となります。

電気設備の施工業務等に従事されている方

筆記用具、電気工事用工具類一式、作業服、
手袋、指定テキスト

電線類、電気工事用配線器具類

受 講 料 12,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

自家用電気工作物の施工技術（応用編）
コース番号 日　程

FEC06 12/6（水）・7（木）

電気設備の施工実習（一種技能試験課題）を通じて、保守性
や安全性を考慮した施工技術を習得します。
１．施工実習
２．検査確認
３．まとめ
実践編と応用編はセット受講必須となります。

電気設備の施工業務等に従事されている方

筆記用具、電気工事用工具類一式、作業服、
手袋、指定テキスト

電線類、電気工事用配線器具類

受 講 料 12,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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現場のための電気保全技術
コース番号 日　程

FEX10 　1/23（火）・24（水）
FEX19 　1/30（火）・31（水）

１．電気災害概要と対応策
　　⑴感電の人体反応と対応策
　　⑵短絡、漏電の対応策
２．欠陥の種類
　　⑴混食、過熱、電圧降下
　　⑵絶縁劣化、誘導現象、その他
３．生産設備のトラブルとその対策
　　⑴リレーや回路の故障原因と対策
　　⑵回路を構成する機器の故障発見技術
４．電気保全実習
　　⑴機器選定実習、現場における測定検査実習
　　⑵不良箇所の発見実習と対応策検討

設備の保全業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う者又はその候補者

筆記用具

配線用遮断器、漏電遮断器、変流器、電磁接
触器、電磁リレー、サーマルリレー、スイッ
チ、表示灯、ヒューズ、電動機、力率改善コ
ンデンサ、回路計、絶縁抵抗計、クランプ式
電流計、回転計、工具

受 講 料 7,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

電気設備保全／電力変換設備保全編

追加
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改正FIT法により、新規の発電所は、ガイドラインに基づい
た保守点検を行うことが義務付けられております。
セミナーでは、机上実習による特性試験、既設の発電システ
ムを利用したIVカーブ、PVカーブの測定、陰の影響、測定
結果から異常を見つけるポイント、専用測定器による測定と
それを使わない測定、など基本的内容を学習します。
１．システム構成
２．太陽電池モジュールの出力測定
３．設置時、定期点検時の点検項目と点検要領
４．不具合事例　　５．実習全体の確認・評価

太陽光発電システムの設置・保守点検に従事されている方

筆記用具、電卓、作業服、作業用手袋

太陽光発電システム、デジタルマルチメータ、クラン
プ電流計、絶縁抵抗計、ＩＶカーブテスタ、日射計

受 講 料 14,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

省エネルギー設備保全編

太陽光発電システムのメンテナンス技術
コース番号 日　程

FEX14 11/28（火）・29（水）

コース名

高圧電気設備の保守点検技術
コース番号 日　程

FEX12 2/20（火）・21（水）

高圧の受電設備に関する技術者の能力開発についてお悩みで
はありませんか？
本セミナーでは、模擬受電設備を用いた、保守点検方法及び
保護継電器試験について実習を通して習得します。
１．自家用電気工作物の概要
２．高圧受電設備の実習（停電作業）
３．保護継電器試験、耐圧試験、絶縁油試験、絶縁劣化診断
４．自家用電気工作物の事故状況

高圧受電設備の保守点検技術を身につけたい方や高圧電気工
事（１種）を身につけたい方におすすめです。

筆記用具、電卓、作業服、作業手袋

模擬受電設備、真空遮断器、保護継電器試験
器、耐電圧試験器、放射温度計、リークホン、
絶縁油試験器

受 講 料 12,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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建築図面作成関連業務の効率化および図面データの高品質化
をめざして、設計・製図支援ツール（２次元CADシステム）
による一般的な作成方法を習得します。
１．画面操作・各種設定
２．作図コマンド使用法
３．編集コマンド使用法
４．レイヤ基本操作
※使用ソフト　JW_CAD

建築図面作成業務に従事されている方

筆記用具

パソコンシステム

受 講 料 FHA03：7,000円
FHA04：9,500円

定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

実践的な建築図面作成関連業務の効率化および図面データの
高品質化をめざして、設計・製図支援ツール（２次元CAD
システム）による実践的な作成方法を習得します。
１．レイヤ活用法
２．縮尺等環境設定
３．平面図作成
４．各種図面作成　　
※　使用ソフト　JW_CAD

「実践建築設計２次元CAD技術（一般図編）」を受講された
方、またはそれと同等の知識を有する方

筆記用具

パソコンシステム

受 講 料 FHA07：7,500円
FHA08：9,500円

定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

実践建築設計2次元CAD技術（建築図編）
コース番号 日　程 コース番号 日　程

FHA07 1/18（木）・19（金） FHA08 1/20（土）・21（日）

実践建築設計2次元CAD技術（一般図編）
コース番号 日　程 コース番号 日　程

FHA03 1/11（木）・12（金） FHA04 1/13（土）・14（日）

コース概要

対象者

持参品

使用機器

居住 分野

建築設計／建築製図編

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

コース名
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計画段階におけるモデリング作成を通して高付加価値化をめ
ざして、３次元CADを用いた意匠設計技術について習得し
ます。
１．３次元CADの基本操作
２．配置・平面プランニング 
３．外装・内装材設定 
４．パース作成（外観、内観）
※使用ソフト　3DマイホームデザイナーPRO9

建築意匠設計業務に従事する方

筆記用具、USBメモリ

パソコンシステム

受 講 料 FHA15：7,000円
FHA16：9,500円

定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

実践建築設計２次元CAD技術（設備図編）
コース番号 日　程

FHA24 1/27（土）・28（日）

建築設備図面の作成工程の効率化をめざして、図面データの
品質維持に必要となる設計･製図支援ツール（２次元CADシ
ステム）による実践的な作成方法を習得します。
１．レイヤ活用法
２．縮尺等環境設定
３．設備図（配管）作成
４．各種図面作成　　
※使用ソフト　JW_CAD

「実践建築設計２次元CAD技術（建築図編）」を受講された
方、またはそれと同等の知識を有する方

筆記用具

パソコンシステム

受 講 料 9,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

実践建築設計3次元CAD技術
コース番号 日　程 コース番号 日　程

FHA15 10/12（木）・13（金） FHA16 12/9（土）・10（日）

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

追加
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木造住宅における壁量計算技術
コース番号 日　程

FHA18 2/17（土）・18（日）

木造住宅の設計・施工管理業務における問題解決と品質の向
上をめざして、現行の法を理解し、木造に関する構造計画手
法を習得します。
１．壁量計算の概要
２．必要壁量と存在壁量の算出
３．耐力壁の配置バランス（四分割法）
４．柱頭・柱脚金物の選定

建築設計業務に従事されている方

筆記用具

パソコン

受 講 料 9,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

３次元CAD（鉄骨造実践編）
コース番号 日　程

RHA06 10/14（土）・21（土）

3DCADによるＳ造（鉄骨造）の建築図面を作成する基本技術
の習得を目指します。
１．コース概要及び留意事項
２．施工事例に基づいた建築構造図
３．Ｓ造（鉄骨造）図の見方と作成
４．物件事例による作成実習
５．まとめ
※使用ソフト　鉄骨専用3DCADシステム

鉄構工業分野（鉄骨造）の設計・施工・監理・検査業務に従
事し、これから鉄構造に関する3DCADを活用した業務を担
当する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担
う者又はその候補者

筆記用具、USBメモリ

パソコンシステム

受 講 料 10,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 10：00～17：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

建築構造計画編

追加
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建築物の積算・見積り実践技術
コース番号 日　程

FHA21 11/11（土）・12（日）

建築設計、施工において作業の生産性の向上をめざして、適
正化、最適化（改善）に向けた各部の数量拾い演習を通して
建築工事の積算・見積り技術を習得します。
１．建築積算の概要
２．数量の計測・計算
　　・躯体（コンクリート）
　　・仕上げ（内装）
３．工事費概算

建築設計・施工管理業務に従事している方

筆記用具・電卓（関数機能不要）

パソコン・三角スケール

受 講 料 9,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

建築積算編
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生産現場における現場改善技法
コース番号 日　程

FEX15 11/1（水）・2（木）

製造業における工程管理や技術管理の生産性の向上をめざし
て、生産現場に発生する問題点の分析や改善のための手法及
び生産効率を向上させるため現場改善（作業改善）の技法を
習得します。
１．生産性向上のための生産管理
２．改善活動プロセスと実践
３．改善のための作業研究と作業改善
４．課題演習（グループワーク）　　５．まとめ

製造業に従事し、QCサークル（小集団）の一員として活動に
取り組んでいる方もしくは予定されている方

筆記用具、電卓

パソコン、プロジェクタ

受 講 料 7,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

生産現場に活かす品質管理技法
コース番号 日　程

FEX16 12/6（水）・7（木）

製造業における品質管理の生産性の向上を目指して、効率化、
適正化、最適化、安全性向上に向けた現場改善のための手法
及び統計的手法を活用した品質管理技法を習得します。
１．品質と品質管理の概要
２．品質管理のためのデータ採取と分析手法
３．統計的品質管理技法
４．表計算ソフトを使用したヒストグラムと管理図の作成
５．品質分析演習（グループ演習）
６．まとめ

製造業に従事し、品質管理業務や改善活動において中核的な
役割を担っている方もしくは予定されている方（パソコン及
びエクセルの操作ができる方）

筆記用具、電卓

パソコン、プロジェクタ

受 講 料 7,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

生産管理・品質管理 分野

生産管理／品質管理編

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

コース名
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品質マネジメントシステムのための内部監査技術
コース番号 日　程

FEX18 10/12（木）・13（金）　※人材育成センター（白河市）にて実施

品質マネジメントシステムの運用・改善と生産性の向上をめ
ざして、マネジメントシステムの効率化、適正化、最適化（改
善）、業務改善に向けた内部監査計画の技術及びISO9001の
効果的活用方法について習得します。
１．品質マネジメントシステムの考え方としくみ
２．ISO9001規格要求事項のポイント
３．内部監査の手順と事例演習
　　⑴要求事項の選択
　　⑵不適合の選択		
　　⑶不適合箇所の指摘
　　（グループディスカッション、発表）
４．まとめ

品質マネジメントシステムを活用した生産効率や品質向上に
関する業務改善に従事又はこれから従事される方

筆記用具、電卓

プロジェクター、教材・テキスト、ホワイトボード

受 講 料 8,500円
定 　 員 20名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

現場事例に基づいた演習により、ISO主任
審査員がわかりやすく解説いたします。

製造業の環境技術（ISO14001内部監査技術）
コース番号 日　程

FEZ02 10/24（火）・25（水）　※人材育成センター（白河市）にて実施

環境ISO14001及び環境関連法規について理解し、内部監
査員の実務の進め方について、グループディスカッションを
通して習得します。内部監査について改めて理解したい方、
これから内部監査員になる方におすすめです。
１．環境問題の動向　　　　　　５．環境関連法規と順守義務
２．内部監査のしくみ　　　　　６．内部監査の実務と事例演習
３．内部監査の手順と事例演習　７．部門報告書及び監査報告書の作成
４．ISO14001の要求事項　　　８．まとめ

生産現場の環境維持・改善業務に従事又はこれから従事され
る方、環境現場管理者、環境事務局を担当される方など

筆記用具

プロジェクター、パソコン、スクリーン、印刷物、
書籍

受 講 料 8,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

コース名

コース名
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仕事と人を動かす現場監督者の育成（生産現場のリーダー・管理者の育成）
コース番号 日　程

FEZ04 11/15（水）・16（木）

製造現場における段取り・指示、後進育成の技能継承を目指して、現
場のリーダーとして身につけておくべきスキルを確認し、生産現場の
改善、品質向上、生産性向上を実践する担当者との関わり方や仕事と
現場の管理や人を動かすためのスキルを習得します。
１．リーダー・管理者の役割
２．リーダー・管理者に求められている事
　　マネジメントスキル習得実習
３．より良いリーダー・管理者
　　現場のコミュニケーション　　班員の指導育成
４．チームビルディング　５．改善スキルと創造スキル演習
６．まとめ

生産現場の現場リーダー、管理・監督者に従事又はこれから従事される方

筆記用具、電卓

ストップウォッチ、プロジェクター、チームビルディ
ング及びマネジメント体験教材、ホワイトボード

受 講 料 6,000円
定 　 員 15名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

※実技・演習主体で学べます。

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

製造現場担当者の実践力向上（実践行動の原理・原則と基本行動）
コース番号 日　程

FEZ05 3/12（火）・13（水）

ものづくり現場における生産性向上のために、効率化、適正化、最適化（改
善）、安全性向上など、ものづくり現場での心がけ、原理・原則、問題発見・
問題解決に向けた手法の基本を習得し、併せて実践スキルを発揮するため
の基本行動について、体験演習を通して習得する。
１．現場担当者に必要な意識と行動

イ．組織の方針に沿った組織人としての意識と行動の再認識
ロ．お客様目線での行動の振り返り
ハ．改善活動における６つの基本行動（チームで改善）

２．現場に必要な４つのスキル
　　イ．自身の役割と責任、周囲の期待に応えられる行動
　　ロ．専門知識・技能、社会人基礎力（チームで働く力、考え抜く力、

一歩を踏み出す力）
３．需要の３要素と生産の４要素その原理・原則

QCD、５S、マネジメントシステム、安全衛生等の原理・原則とその基本行動
４．現場力強化に向けた実践行動

イ．棚卸作業（自身、問題・課題、改善策など）
ロ．現場の問題・価値の発見手法
ハ．現場力強化に不可欠な自考自律的行動

５．良好な対人関係構築のためのコミュニケーションのコツ

ものづくり現場で部品加工、部品や製品の組立・検査、生産管理業務
に従事する方で、実務経験５年未満の方

筆記用具

教材、プロジェクター、パソコン、スクリーン、実験
実習用各種ツール

受 講 料 6,000円
定 　 員 15名
時 間 帯 9：20～16：20
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

追加
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機械 分野� ●ポリテクセンターいわき

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■機械設計・機械製図編
２次元CADによる機械製図
技術〈AutoCAD〉 39 IMA21 18 8  ¥15,000 10/3（火）・4（水）・5（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
プラスチック射出成形金型
設計技術 39 IMA61 18 10  ¥17,000 12/13（水）・14（木）・15（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
構造強度設計のための
材料力学 40 IMA71 18 8  ¥14,000 12/19（火）・20（水）・21（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

■プレス加工／プレス金型編
プレス金型のメンテナンス
技術 41 IMB91 12 10 ¥9,000 10/5（木）・6（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

■溶接加工編
ステンレス鋼のTIG溶接技能
クリニック（2日間コース） 42 IMB32 12 8 ¥22,500 11/9（木）・10（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
ステンレス鋼のTIG溶接技能
クリニック（3日間コース） 42 IMB42 18 8 ¥28,500 10/31（火）・11/1（水）・2（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
被覆アーク溶接技能
クリニック（2日間コース） 43 IMB51 12 8 ¥19,000 1/25（木）・26（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
被覆アーク溶接技能
クリニック（3日間コース） 43 IMB61 18 8 ¥24,500 1/16（火）・17（水）・18（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

■機械保全編

生産現場の機械保全技術 40 IMXA1 12 10 ¥15,000 10/24（火）・25（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

伝動装置の機械保全技術 41 IMXB1 12 10 ¥14,000 11/1（水）・2（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

※受講料には、暖房料金（12月〜3月）が含まれています。

電気・電子 分野

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■シーケンス制御設計編
有接点シーケンス制御の
実践技術 44 IEA11 12 10 ¥8,000 11/8（水）・9（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
シーケンス制御による電動
機制御技術 44 IEA21 12 10 ¥8,500 11/15（水）・16（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

PLCプログラミング技術 45 IEA32 12 8 ¥10,500 11/21（火）・22（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

PLCによるタッチパネル
活用技術 45 IEA42 12 8 ¥10,500 11/29（水）・30（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

PLC制御の応用技術 46 IEA51 12 8 ¥10,500 12/6（水）・7（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

NEW

NEW

NEW

追加
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コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■画像処理／信号処理設計編
画像処理・認識アルゴリズ
ムの知識とプログラム開発
技術

46 IEA61 12 10 ¥11,000 11/8（水）・9（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

■マイコン制御設計／パソコン制御設計編
マイコン制御システム開発
技術 47 IEA71 12 10 ¥8,500 1/25（木）・26（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

■空気調和換気設備工事編
冷媒配管の施工と空調機器
据付け技術 47 IEC11 12 10 ¥10,000 12/14（木）・15（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

■省エネルギー設備保全編

太陽電池利用技術 48 IEA81 12 10 ¥9,000 10/11（水）・12（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

居住 分野

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■建築設計／建築製図編
実践建築設計2次元CAD
技術（J利用編） 49 IHA12 12 10 ¥8,500 10/17（火）・18（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
実践建築設計2次元CAD
技術（J活用編） 49 IHA22 12 10 ¥8,500 10/24（火）・25（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
実践建築設計3次元CAD
技術 50 IHA52 12 10 ¥8,500 2/6（火）・7（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
インテリアパース作成実践
技術（軸測投影図法編） 50 IHA61 12 10 ¥7,500 11/21（火）・22（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
インテリアパース作成実践
技術（一消点図法編） 51 IHA71 12 10 ¥7,500 11/28（火）・29（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

NEW

NEW
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コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

２次元CADによる機械製図
技術〈AutoCAD〉 39 IMA21 18 8 ¥15,000 10/3（火）・4（水）・5（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
プレス金型のメンテナンス
技術 41 IMB91 12 10 ¥9,000 10/5（木）・6（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

太陽電池利用技術 48 IEA81 12 10 ¥9,000 10/11（水）・12（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

実践建築設計2次元CAD
技術（J利用編） 49 IHA12 12 10 ¥8,500 10/17（火）・18（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
実践建築設計2次元CAD
技術（J活用編） 49 IHA22 12 10 ¥8,500 10/24（火）・25（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

生産現場の機械保全技術 40 IMXA1 12 10 ¥15,000 10/24（火）・25（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

ステンレス鋼のTIG溶接技能
クリニック（3日間コース） 42 IMB42 18 8 ¥28,500 10/31（火）・11/1（水）・2（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

伝動装置の機械保全技術 41 IMXB1 12 10 ¥14,000 11/1（水）・2（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

有接点シーケンス制御の
実践技術 44 IEA11 12 10 ¥8,000 11/8（水）・9（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
画像処理・認識アルゴリズ
ムの知識とプログラム開発
技術

46 IEA61 12 10 ¥11,000 11/8（水）・9（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

ステンレス鋼のTIG溶接技能
クリニック（2日間コース） 42 IMB32 12 8 ¥22,500 11/9（木）・10（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
シーケンス制御による電動
機制御技術 44 IEA21 12 10 ¥8,500 11/15（水）・16（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

PLCプログラミング技術 45 IEA32 12 8 ¥10,500 11/21（火）・22（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

インテリアパース作成実践
技術（軸測投影図法編） 50 IHA61 12 10 ¥7,500 11/21（火）・22（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
インテリアパース作成実践
技術（一消点図法編） 51 IHA71 12 10 ¥7,500 11/28（火）・29（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
PLCによるタッチパネル
活用技術 45 IEA42 12 8 ¥10,500 11/29（水）・30（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

PLC制御の応用技術 46 IEA51 12 8 ¥10,500 12/6（水）・7（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター
いわき

プラスチック射出成形金型
設計技術 39 IMA61 18 10 ¥17,000 12/13（水）・14（木）・15（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術 47 IEC11 12 10 ¥10,000 12/14（木）・15（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
構造強度設計のための
材料力学 40 IMA71 18 8 ¥14,000 12/19（火）・20（水）・21（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

※受講料には、暖房料金（12月〜3月）が含まれています。

11月

10月� ●ポリテクセンターいわき

12月

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

追加
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コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

被覆アーク溶接技能クリニ
ック（3日間コース） 43 IMB61 18 8 ¥24,500 1/16（火）・17（水）・18（木） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
被覆アーク溶接技能クリニ
ック（2日間コース） 43 IMB51 12 8 ¥19,000 1/25（木）・26（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき
マイコン制御システム開発
技術 47 IEA71 12 10 ¥8,500 1/25（木）・26（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

実践建築設計３次元CAD
技術 50 IHA52 12 10 ¥8,500 2/6（火）・7（水） 9：00～16：00 ポリテクセンター

いわき

1月

2月
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機械 分野� ●ポリテクセンターいわき

機械設計／機械製図編

プラスチック射出成形金型設計技術
コース番号 日　程

IMA61 12/13（水）・14（木）・15（金）

部品製造業における金型設計作業の効率化をめざして、金型
の構造を理解した上で設計に必要な技術計算と最適な金型設
計方法を習得します。
１．プラスチック射出成形金型設計の概要
２．設計事例について
　　⑴初期検討　　　　　　⑶金型構造設計　　　
　　⑵成形品基本図設計　　⑷部品図設計
３．まとめ

製品設計製図関連の業務に従事されている方で、「設計に活
かす3次元CADソリッドモデリング技術」を修了された方、
または同等の知識をお持ちの方

筆記用具

３次元CAD（Solid Works）

受 講 料 17,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 3日間／18時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

2次元CADによる機械製図技術〈AutoCAD〉
コース番号 日　程

IMA21 10/3（火）・4（水）・5（木）

AutoCADの操作性を活かした効率の良い作図法を習得しま
す。JIS準拠の機械図面（設計製図、工程図等）の作図方法、
CADを使用する場合の環境の構築、効果的かつ効率的使用
法及びデータ管理方法について習得します。
１．作図機能
２．編集機能
３．寸法・公差、表面性状、幾何公差の記入 
４．印刷設定
５．便利な機能など
６．まとめ

製品設計・開発等の業務に従事されている方、またはその候補者の方

筆記用具

２次元CAD（Auto CAD）

受 講 料 15,000円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 ３日間／18時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

追加

NEW
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機械保全編

生産現場の機械保全技術
コース番号 日　程

IMXA1 10/24（火）・25（水）

機械保全の現場力強化をめざして、技能高度化、故障対応・
予防に向けた機械要素の保全実習を通して、機械を構成する
部品の損傷およびトラブルの原因を理解し、機械装置のトラ
ブルを未然に防ぐための設備診断・保全に関する技能と技術
を習得します。
１．コース概要　　　　５．軸受部品の保全
２．締結部品の保全　　６．油空圧機器の保全
３．伝動装置の保全　　７．まとめ
４．潤滑剤の保全

生産現場の機械保全作業等の業務に従事されている方、また
はその候補者の方

筆記用具、作業服（上着）

測定器、締結部品、伝動装置、軸受部品、
油空圧機器、その他の機械要素

受 講 料 15,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

構造強度設計のための材料力学
コース番号 日　程

IMA71 12/19（火）・20（水）・21（木）

構造強度設計に必要な材料力学の各種計算手法を習得しま
す。
１．コース概要
２．強度部材と材料力学
３．断面二次モーメント
４．構造物の強度設計
５．構造化による強度の低下
６．座屈と剪断応力
７．設計の際に必要な配慮
８．まとめ

製品設計・開発等の業務に従事されている方、またはその候
補者の方

筆記用具、関数電卓

表計算ソフトウェア

受 講 料 14,000円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 ３日間／18時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名
NEW
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伝動装置の機械保全技術
コース番号 日　程

IMXB1 11/1（水）・2（木）

機械保全の現場力強化をめざして、技能高度化、故障対応・
予防に向けた不良対策実習を通して、伝動装置の異常の種類
やその原因を理解し、点検法及びその対処法に関する知識・
技能を習得します。
１．コース概要及び留意事項　　　　３．伝動装置の不良対策実習
２．伝動装置の機械要素部品の構造　４．まとめ
※「生産現場の機械保全技術」を修了された方、または同等
の知識をお持ちの方の受講をお勧めします。

生産現場の機械保全作業等の業務に従事されている方、また
はその候補者の方

筆記用具、作業服（上着）

測定器、伝動実習装置

受 講 料 14,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

プレス加工／プレス金型編

プレス金型のメンテナンス技術
コース番号 日　程

IMB91 10/5（木）・6（金）

プレス加工で品質変動や金型破損など予定数量の生産継続ができない場合があ
ります。そのほかにも目標の寸法がなかなか出せない場合などメンテナンスへ
の期待が大きい。
メンテナンスを充実させるために必要な手法を考え、金型能力を十分に発揮さ
せる手法を習得します。プレス生産、金型設計製作に従事する技能・技術者等
であって、指導的・中核的な役割を担う方等に役立てて頂きたいコースです。
１．プレス金型の概要･･･�金型部品の標準化、加工品の品質影響 等
２．プレス金型の付帯設備･･･�材料供給設備、ミス検出装置、生産トラブル事例 等
３．プレス金型の機能に関する実践的作業内容
　　　　　　　　　　　･･･分解組み立て等の不具合要素 等
４．金型精度検証･･･寸法測定の実践方法　　　他
　　確認や質問の応答で進めます。プレス加工の生産性向上を目指します。

プレス生産、金型設計製作業務に従事されている方、プレス
生産の効率化を推進する方等

筆記用具

テキスト（当日配布）及びスライドを使用し座学
（演習問題、質問・応答含む）にて解説します。

受 講 料 9,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

【講師】
（有）カズ・システム
取締役社長　小野田一夫（予定）
※講師は変更する場合がございます。

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

NEW
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コ
ー
ス
内
容
（
い
わ
き
）　
機
械
分
野



ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック（３日間コース）
コース番号 日　程

IMB42 10/31（火）・11/1（水）・2（木）

理論から実技まで半自動アーク溶接のスキルアップに役に立
つコースです。
ステンレス鋼TIG溶接における施工要領について、材料の種
類、特性、溶接材料の選定、溶接条件の設定、トーチや溶加
棒の操作等を各種実践的な継手の実習を通して習得します。
溶接実習
◦ステンレス鋼各種姿勢のV形突合せ溶接、水平すみ肉溶接、

角溶接、重ね溶接
◦適正条件の把握の確認
◦溶接作業者に対する技術的指導・育成方法
※学科1日＋実技2日のコースです。

TIG溶接作業に従事されている方又はその候補者

筆記用具、長袖作業服、作業帽、安全靴、溶
接用保護具（貸出可）

TIG溶接機（パナソニックYC-300BP2、ダイ
ヘンインバーターエレコン300P）、曲げ試験機

受 講 料 28,500円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 3日間／18時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

溶接加工編

ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック（２日間コース）
コース番号 日　程

IMB32 11/9（木）・10（金）

課題実習を通してTIG溶接のスキルを身につけるコースです。
ステンレス鋼TIG溶接における施工要領について、溶接条件
の設定、トーチや溶加棒の操作等を各種実践的な継手の実習
を通して習得します。
溶接実習
◦ステンレス鋼各種姿勢のV形突合せ溶接、水平すみ肉溶接、

角溶接、重ね溶接
◦適正条件の把握の確認
◦溶接作業者に対する技術的指導・育成方法
※実技2日間のみのコースです。

TIG溶接作業に従事されている方

筆記用具、長袖作業服、作業帽、安全靴、溶
接用保護具（貸出可）

TIG溶接機（パナソニックYC-300BP2、ダイ
ヘンインバーターエレコン300P）、曲げ試験機

受 講 料 22,500円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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コ
ー
ス
内
容
（
い
わ
き
）　
機
械
分
野



被覆アーク溶接技能クリニック（２日間コース）
コース番号 日　程

IMB51 1/25（木）・26（金）

課題実習を通して被覆アーク溶接のスキルを身につけるコー
スです。
被覆アーク溶接作業を各種姿勢で行うことにより、溶融池制
御を理解し、より実践的な溶接法を習得します。
溶接実習
◦各種溶接姿勢による溶接条件
◦水平すみ肉溶接、突合せ溶接での検証
◦各種溶接姿勢における指導上のポイント
※実技2日間のみのコースです。

アーク溶接作業に従事されている方

筆記用具、長袖作業服、作業帽、安全靴、溶
接用保護具（貸出可）

交流アーク溶接機（ダイヘンBP-300）、曲げ
試験機

受 講 料 19,000円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

被覆アーク溶接技能クリニック（３日間コース）
コース番号 日　程

IMB61 1/16（火）・17（水）・18（木）

理論から実技まで被覆アーク溶接のスキルアップに役に立つ
コースです。
被覆アーク溶接作業を各種姿勢で行うことにより、溶融池制
御を理解し、より実践的な溶接法を習得します。
溶接実習
◦各種溶接姿勢による溶接条件
◦水平すみ肉溶接、突合せ溶接での検証
◦各種溶接姿勢における指導上のポイント
※学科1日＋実技2日のコースです。

アーク溶接作業に従事されている方又はその候補者

筆記用具、長袖作業服、作業帽、安全靴、溶
接用保護具（貸出可）

交流アーク溶接機（ダイヘンBP-300）、曲げ
試験機

受 講 料 24,500円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 3日間／18時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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シーケンス制御による電動機制御技術
コース番号 日　程

IEA21 11/15（水）・16（木）

電動機制御回路製作実習を通して、有接点シーケンス制御に
よる電動機制御の実務能力を習得します。
１．三相電動機の概要　　　４．電動機制御実習
２．連続運転回路　　　　　５．まとめ
３．正逆運転回路

電気機器設備工事に従事されている方、これから従事される
方
※「有接点シーケンス制御の実践技術」を受講された方、又

はシーケンス制御の基礎知識がある方が対象です

筆記用具

電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、ス
イッチ、表示灯、ヒューズ、ブレーカ、３相誘
導モータ、回路計（テスタ）、工具、その他

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

電気・電子 分野

シーケンス制御設計編

有接点シーケンス制御の実践技術
コース番号 日　程

IEA11 11/8（水）・11/9（木）

有接点シーケンス制御回路製作実習を通して、有接点シーケ
ンス制御の実務能力を習得します。
１．各種制御機器の種類と選定方法
２．主回路と制御回路
３．有接点シーケンス回路製作実習
４．まとめ

電気機器設備工事に従事されている方、これから従事される方

筆記用具

電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、
スイッチ、表示灯、ヒューズ、ブレーカ、各
種センサ、各種負荷装置、テスタ、工具

受 講 料 8,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名
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コ
ー
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）　
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気
・
電
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PLCプログラミング技術
コース番号 日　程

IEA32 11/21（火）・22（水）

自動制御装置プログラム作成実習を通して、シーケンス
（PLC）制御プログラム設計の実務能力を習得します。
１．PLCの構成概要
２．プログラム設計
３．自動制御装置プログラム作成実習
４．まとめ

生産設備の設計・開発、保守・保全業務に従事されている方、
これから従事される方。

筆記用具

PLC（三菱Qシリーズ）、パソコン、プログラ
ミングソフトウエア、負荷装置、工具、その
他

受 講 料 10,500円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

PLCによるタッチパネル活用技術
コース番号 日　程

IEA42 11/29（水）・30（木）

タッチパネルを活用した自動制御装置運転実習を通して、
タッチパネルを活用したシーケンス（PLC）制御プログラム
設計の実務能力を習得します。
１．タッチパネルの概要
２．タッチパネルの画面設計
３．タッチパネルを活用した自動制御装置運転実習
４．まとめ

生産設備の設計・開発、保守・保全業務に従事されている方、
これから従事される方

筆記用具

プログラマブル表示器（三菱GOT2000シ
リーズ）、PLC（三菱Qシリーズ）、パソコン、
プログラミングソフトウエア、負荷装置、工
具、その他

受 講 料 10,500円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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PLC制御の応用技術
コース番号 日　程

IEA51 12/6（水）・7（木）

数値処理実習を通して、PLCによる機器制御の応用技術を
習得します。
１．数値データの取扱い
２．数値処理命令
３．数値処理実習
４．まとめ

生産設備の設計・開発、保守・保全業務に従事されている方、
これから従事される方

筆記用具

プログラマブル表示器（三菱GOT2000シ
リーズ）、PLC（三菱Qシリーズ）、パソコン、
プログラミングソフトウエア、負荷装置、工
具、その他

受 講 料 10,500円
定 　 員 8名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

画像処理・認識アルゴリズムの知識とプログラム開発技術
コース番号 日　程

IEA61 11/8（水）・9（木）

プログラミング実習を通して、画像処理・認識アルゴリズムを
活用したプログラム開発に関連する技術について習得します。
※オープンソースのライブラリを援用します。
１．画像処理・認識の知識
２．画像処理アルゴリズムの知識とプログラミング
３．まとめ
※受講料には参考書「Pythonで始めるOpenCV4プログラミ

ング」の書籍代を含みます。
※C言語の基礎知識を有する方を対象としています。

画像処理・認識技術関連業務に従事されている方、これから
従事される方

筆記用具

パソコン、画像取り込み用カメラ、
Python+OpenCV開発環境、その他

受 講 料 11,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

画像処理／信号処理設計編
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コ
ー
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（
い
わ
き
）　
電
気
・
電
子
分
野



マイコン制御設計／パソコン制御設計編

空気調和換気設備工事編

マイコン制御システム開発技術
コース番号 日　程

IEA71 1/25（木）・26（金）

マイコンの構成から回路設計・プログラム実習を通して、マ
イコン制御に必要な要素、設計製作手法、プログラム開発技
術を習得します。
１．マイコンの概要
２．開発環境
３．マイコン周辺回路と製作
４．制御システム開発実習
５．まとめ

マイコン制御システム開発業務に従事されている方、これか
ら従事される方

筆記用具

マイコン、パソコン、マイコン開発環境、負荷
機器、その他

受 講 料 8,500円 
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

冷媒配管の施工と空調機器据付け技術
コース番号 日　程

IEC11 12/14（木）・15（金）

空調機器据付け実習を通して、欠陥や問題点を未然に予測し
防止するための施工技術を習得します。
１．予測される欠陥・施工上の問題点
２．設備配管工事の施工条件
３．空調機器据付け実習
４．漏洩検査
５．試運転
６．問題解決実習
７．まとめ

空気調和換気設備工事の施工作業に従事されている方、これ
から従事される方

筆記用具

エアコン、配管工具一式、ゲージマニホールド、
ガスセンサ、冷媒充填用はかり、その他

受 講 料 10,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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）　
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電
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太陽電池利用技術
コース番号 日　程

IEA81 10/11（水）・12（木）

太陽電池周辺回路製作を通して、太陽電池のシステム構成や
設計技術を習得します。
１．太陽光発電の原理・動作・設置法
２．太陽光発電システムの構成および特性
３.　独立型電源の設計と製作演習
４．太陽電池の出力特性
５．まとめ

太陽光発電システムの設置・保守点検に従事されている方、
これから従事される方
　

筆記用具

模擬太陽光発電システム、デジタルマルチメー
タ、クランプ電流計、接地抵抗計、絶縁抵抗計、
IVカーブテスタ、日射計、サーモグラフィ

受 講 料 9,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

省エネルギー設備保全編
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コ
ー
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気
・
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居住 分野

建築設計／建築製図編

実践建築設計２次元CAD技術（J利用編）
コース番号 日　程

IHA12 10/17（火）・18（水）

建築設計の効率化・最適化をめざして、各図面における作成
方法を習得します。
１．画面操作
２．作図コマンド使用法
３．編集コマンド使用法
４．レイヤー操作法

建築業等に従事しようと考えている方

Jw_cadで学ぶ建築製図の基本（最新版）
（3300+税）エクスナレッジをご準備くださ
い。筆記用具

JW_CAD

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

実践建築設計２次元CAD技術（J活用編）
コース番号 日　程

IHA22 10/24（火）・25（水）

建築設計の効率化・最適化をめざして、各図面における作成
手法を習得します。
１．建築一般図について
２．建築図面に用いる用紙、図面尺度と図面範囲設定
３．建築図面に用いる線種と線種設定
４．建築図面に用いる要素とレイヤー設定
５．記号および寸法と寸法設定
６．印刷と印刷設定

建築業等に従事しようと考えている方

Jw_cadで学ぶ建築製図の基本（最新版）
（3300+税）エクスナレッジをご準備くださ
い。筆記用具

JW_CAD

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

コース名

コース名
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インテリアパース作成実践技術（軸測投影図法編）
コース番号 日　程

IHA61 11/21（火）・22（水）

住宅提案における意匠設計の新たな品質をめざして、高付加
価値化に向けた手描きによるパース作成実習を通して、設計
段階における効果的なプレゼンテーション手法や住宅インテ
リアパース作成の実践的な技術を習得します。

建築意匠設計及びコーディネート業務に従事する方

消しゴム

製図道具、着彩道具

受 講 料 7,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

実践建築設計３次元CAD技術
コース番号 日　程

IHA52 2/6（火）・7（水）

計画段階におけるモデリング作成を通じ高付加価値化をめざ
して、３次元CADを用いた意匠計画やパース活用技術につ
いて習得します。
１．３次元CADの基本操作
２．配置・平面プランニング
３．プレゼンテーション手法
４．外装・内装材設定
５．パース作成（外観、内観）

建築意匠設計業務に従事する方

筆記用具、CD-RまたはCD-RW

パソコン一式
3DマイホームデザイナーPRO9（PRO10）

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

NEW
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インテリアパース作成実践技術（一消点図法編）
コース番号 日　程

IHA71 11/28（火）・29（水）

住宅提案における意匠設計の新たな品質をめざして、高付加
価値化に向けた手描きによるパース作成実習を通して、設計
段階における効果的なプレゼンテーション手法や住宅インテ
リアパース作成の実践的な技術を習得します。

建築意匠設計及びコーディネート業務に従事する方

消しゴム

製図道具、着彩道具

受 講 料 7,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名
NEW
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機械 分野� ●ポリテクセンター会津

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■精密測定編

精密測定技術 55 AMD02 12 10 ¥8,000 10/24（火）・25（水） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

■機械設計／機械製図編

実践機械製図（CAD編） 55 AMA01 18 10 ¥11,000 10/4（水）・5（木）・6（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

■汎用機械加工編

旋盤加工技術 56 AMB02 24 10 ¥24,000 11/6（月）・7（火）・8（水）・9（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

フライス盤加工技術 56 AMB04 18 6 ¥25,500 12/5（火）・6（水）・7（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

■NC機械加工編

NC旋盤プログラミング
技術 57

AMB05
24 10 ¥15,000

11/14（火）・15（水）・16（木）・
17（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津
AMB06 2/5（月）・6（火）・7（水）・8（木）

マシニングセンタ
プログラミング技術 57 AMB08 24 10 ¥16,000 12/12（火）・13（水）・14（木）・

15（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■シーケンス制御設計編
シーケンス制御による
電動機制御技術 58 AEA02 12 10 ¥8,500 10/5（木）・6（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

実践的PLC制御技術 58 AEX01 12 10 ¥8,500 10/19（木）・20（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

■建築設計／建築製図編
BIMを用いた建築設計技術

（導入編） 59 AHA07 12 10 ¥11,000 12/20（水）・21（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

実践建築設計2次元CAD
技術（建築図編） 59 AHA02 12 10 ¥13,000 2/10（土）・11（日） 9：00～16：00 ポリテクセンター

会津

※受講料には、暖房料金（11月〜4月）が含まれています。

電気・電子 分野

居住 分野

追加

追加
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コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

実践建築設計3次元CAD
技術 60 AHA01 12 10 ¥9,500 2/3（土）・4（日） 9：00～16：00 ポリテクセンター

会津

■建築設計／建築構造計画編
木造住宅における壁量
計算技術 60 AHA03 12 10 ¥10,000 10/19（木）・20（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

■建築施工／壁装施工編

壁装施工の実践技術 61 AHC01 18 10 ¥17,500 1/10（水）・11（木）・12（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター
会津

■建築設計／建築法規編
省エネルギー住宅及び低炭
素建築物の計画実践技術 61 AHA05 12 10 ¥7,500 11/28（火）・29（水） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

■空気調和換気設備工事編
冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術 62 AEC01 12 10 ¥9,500 12/14（木）・15（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津
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コース名 頁 コース
番号

時
間
定
員 受講料 日　程 実施時間帯 実施場所

実践機械製図（CAD編） 55 AMA01 18 10 ¥11,000 10/4（水）・5（木）・6（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

シーケンス制御による
電動機制御技術 58 AEA02 12 10 ¥8,500 10/5（木）・6（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

実践的PLC制御技術 58 AEX01 12 10 ¥8,500 10/19（木）・20（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

木造住宅における壁量
計算技術 60 AHA03 12 10 ¥10,000 10/19（木）・20（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

精密測定技術 55 AMD02 12 10 ¥8,000 10/24（火）・25（水） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

旋盤加工技術 56 AMB02 24 10 ¥24,000 11/6（月）・7（火）・8（水）・
9（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

NC旋盤プログラミング
技術 57 AMB05 24 10 ¥15,000 11/14（火）・15（水）・16（木）・

17（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

省エネルギー住宅及び低炭
素建築物の計画実践技術 61 AHA05 12 10 ¥7,500 11/28（火）・29（水） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津

フライス盤加工技術 56 AMB04 18 6 ¥25,500 12/5（火）・6（水）・7（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

マシニングセンタ
プログラミング技術 57 AMB08 24 10 ¥16,000 12/12（火）・13（水）・14（木）・

15（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術 62 AEC01 12 10 ¥9,500 12/14（木）・15（金） 9：30～16：30 ポリテクセンター

会津
BIMを用いた建築設計技術

（導入編） 59 AHA07 12 10 ¥11,000 12/20（水）・21（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

壁装施工の実践技術 61 AHC01 18 10 ¥17,500 1/10（水）・11（木）・12（金） 9：00～16：00 ポリテクセンター
会津

実践建築設計3次元CAD
技術 60 AHA01 12 10 ¥9,500 2/3（土）・4（日） 9：00～16：00 ポリテクセンター

会津

NC旋盤プログラミング
技術 57 AMB06 24 10 ¥15,000 2/5（月）・6（火）・7（水）・

8（木） 9：30～16：30 ポリテクセンター
会津

実践建築設計2次元CAD
技術（建築図編） 59 AHA02 12 10 ¥13,000 2/10（土）・11（日） 9：00～16：00 ポリテクセンター

会津

※受講料には、暖房料金（11月〜4月）が含まれています。

10月� ●ポリテクセンター会津

11月

12月

1月

2月

追加

追加

− 54−

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
一
覧
（
会
津
）　
月
別



機械 分野� ●ポリテクセンター会津

機械設計／機械製図編

実践機械製図（CAD編）
コース番号 日　程
AMA01 10/4（水）・5（木）・6（金）

機械図面を描き上げることで製図、2次元CAD技術を習得し
ます。作図、寸法・公差、表面性状、幾何公差、印刷の設定
を習得します。
１．作図に必要な機能
２．寸法・公差、表面性状、幾何公差の入れ方
３．印刷設定、部分拡大図など異尺度が混在した図面の作成

と印刷

製品企画、設計、生産等の業務に従事される方

筆記用具

AutoCAD2018（LTでも実行可能な内容です。）

受 講 料 11,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 3日間／18時間

コース名

精密測定技術
コース番号 日　程
AMD02 10/24（火）・25（水）

ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージ・シリンダゲージ
の測定器から、ブロックゲージ等のゲージ類を中心に測定の
技術を習得します。
１．アナログ測定器の読み方
２．各測定器の校正（０点合わせ）
３．測定練習　正しい測定器の扱い方と、測定の方法
４．測定誤差について

機械加工及び測定・検査等の業務に従事される方

筆記用具

ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージ・
シリンダゲージ、ホールテスト、ゲージ類、
デジタルインジケータ、スコヤマスタ等

受 講 料 8,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

精密測定編

追加
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汎用機械加工編

旋盤加工技術
コース番号 日　程
AMB02 11/6（月）・7（火）・8（水）・9（木）

普通旋盤の外径・内径加工法を切削条件から習得します。縦
送り、横送り、刃物台の各ハンドルを使って、寸法を出す方
法を習得します。
使用する測定器具はノギス、マイクロメータ、シリンダゲー
ジが主になります。
※上記の測定作業ができることを前提とします。
　測定が心配な方は「（AMD01/AMD02）精密測定技術」

を受講ください。
 

機械加工作業の業務に従事される方

作業着、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記
用具

普通旋盤、各種バイト、測定器

受 講 料 24,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 4日間／24時間

フライス盤加工技術
コース番号 日　程
AMB04 12/5（火）・6（水）・7（木）

バイスの平行だしから、汎用フライス盤の六面体加工、エン
ドミルでの溝加工をじっくりと習得します。
使用する測定器具はマイクロメータ、ノギスが主になります。
※上記の測定作業ができることを前提とします。
　測定が心配な方は「（AMD01/AMD02）精密測定技術」

を受講ください。

機械加工作業の業務に従事される方

作業着、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記
用具

汎用フライス盤、各種工具、測定器

受 講 料 25,500円
定 　 員 6名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 3日間／18時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器
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NC機械加工編

マシニングセンタプログラミング技術
コース番号 日　程
AMB08 12/12（火）・13（水）・14（木）・15（金）

NCプログラム作成に重点をおいたコースで、機械操作や測
定はしているがプログラム作成の経験がない方に特にお勧め
です。
ツールパスの考え方、穴・ねじ加工の固定サイクル、サブプ
ログラム、ヘリカル加工、工具径・工具長補正を習得します。
それらプログラミングに関連したマシニングセンタへの設定
や段取りも確認します。
※対話機能は使用しません

マシニングセンタ加工業務に従事される方

作業着、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記
用具、電卓

マシニングセンタ（DMG森 NVX5060　3
軸）、各種切削工具、測定機器

受 講 料 16,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 4日間／24時間

NC旋盤プログラミング技術
コース番号 日　程
AMB05 11/14（火）・15（水）・16（木）・17（金）
AMB06 2/5（月）・6（火）・7（水）・8（木）

NCプログラム作成に重点をおいたコースで、機械操作や測
定はしているがプログラム作成の経験がない方に特にお勧め
です。
加工形状のツールパスの考え方、複合固定サイクル、溝の寸
法だし、ねじ切り、ノーズR補正の考え方等を習得します。
それらプログラミングに関連したNC旋盤への設定や段取り
も確認します。
※対話機能は使用しません

NC旋盤加工作業の業務に従事されている方

作業着、作業帽、安全靴、保護メガネ、筆記
用具、電卓

NC旋盤（TAKISAWA　TCN-2000）、各種
切削工具、測定機器

受 講 料 AMB05：15,000円
AMB06：15,000円

定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 4日間／24時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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電気・電子 分野

シーケンス制御設計編

実践的PLC制御技術
コース番号 日　程

AEX01 10/19（木）・20（金）

自動化システムの設計・保守義務における効率化・最適化を
めざして、PLCに関する知識・回路の作成・変更方法など
の実践的な生産設備設計の実務能力を習得します。
１．PLCの概要
２．PLCを用いたハード設計
３．デバイスの動作確認と保守
４．基本命令プログラム作成演習

制御回路の設計・施工・保全等の業務に従事されている方、
もしくは従事する予定の方

筆記用具

PLC（三菱FXシリーズ）、パソコン、プログ
ラミングツール、各種負荷、各種スイッチ、
工具

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

シーケンス制御による電動機制御技術
コース番号 日　程

AEA02 10/5（木）・6（金）

シーケンス制御設計の生産性向上を目的として、効率化、適
正化、安全性向上等の実務能力を電動機制御実習で習得しま
す。
１．三相電動機の概要
２．正転逆転回路
３．スターデルタ始動回路

制御回路の設計・施工・保全等の業務に従事されている方、
もしくは従事する予定の方

筆記用具

制御盤、電磁継電器、各種スイッチ、各種負
荷、工具、回路計

受 講 料 8,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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居住 分野

建築設計／建築製図編

BIMを用いた建築設計技術（導入編）
コース番号 日　程
AHA07 12/20（水）・21（木）

建築設計の生産性の向上をめざし、モデル作成を通して、
AutodeskRevitを使った建築設計に関する技術を習得する。
１．BIMの仕組み	 ４．敷地条件設定
２．Revitの仕組み	 ５．モデルの作成
３．ファミリについて	 ６．作成モデルの活用

2次元CADによる図面作成に携わっている方

筆記用具、名刺

PC、BIMシステム（Autodesk Revit）、
使用テキスト：

「はじめてのAutodesk Revit＆Revit　LT」
※テキスト代は受講料に含まれています。

受 講 料 11,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

実践建築設計2次元CAD技術（建築図編）
コース番号 日　程
AHA02 2/10（土）・11（日）

建築図面の生産性向上を目指し、効率化、適正化、最適化（改
善）に向けた図面作成の実習を通して、設計・製図支援ツー
ル（2次元CADシステム）による建築図面作成技術を習得し
ます。
１．コース概要及び留意事項
２．建築一般図と詳細図
３．種々の図面の構築手法
４．演習課題
５．まとめ

建築設計・図面作成等の業務に従事されている方

筆記用具

2次元CADシステム（JW_CAD）

受 講 料 13,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

追加
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実践建築設計3次元CAD技術
コース番号 日　程
AHA01 2/3（土）・4（日）

建築設計の新たな品質の創造を目指して、計画段階における
エスキス実習・モデリングの作成を通し、高付加価値化に向
けた製図支援ツール（3次元CADシステム）による実践的な
建築図面作成方法を習得します。
１．コース概要及び留意事項 
２．設計条件の設定
３．構想とエスキス
４．各部材等の入力
５．提案書の作成
６．まとめ

建築図面作成関連等の業務に従事されている方

筆記用具

3次元CADシステム

受 講 料 9,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器

建築設計／建築構造計画編

木造住宅における壁量計算技術
コース番号 日　程
AHA03 10/19（木）・20（金）

木造軸組工法の壁量計算法を、手計算を通して習得していき
ます。必要壁量や告示及びＮ値計算法により、柱頭・柱脚の
金物算定を行います。
１．コース概要及び留意事項
２．壁量計算の概要
３．必要壁量と存在壁量の算出
４．四分割法
５．柱頭、柱脚の金物選定
６．まとめ

建築設計・施工等の業務に従事されている方

筆記用具、電卓

使用テキスト：日本建築センター
「ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳」

受 講 料 10,000円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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建築施工／壁装施工編

壁装施工の実践技術
コース番号 日　程
AHC01 1/10（水）・11（木）・12（金）

模擬家屋を使って実際の建物に近い環境でクロスの施工方法
が学べます。建築に関係した仕事に従事されている方であれ
ば、クロス施工の経験がない方でも受講できます。
１．コース概要及び留意事項 
２．壁紙施工の概要
３．パテ処理
４．クロス施工実習
５．模擬家屋でのクロスリフォーム実習
６．まとめ

建築関連職種に従事されている方

筆記用具、作業服、ヘルメット

クロス施工用具1式、クロス施工ブース
施工実習模擬家屋

受 講 料 17,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：00～16：00
日数／時間 3日間／18時間

省エネルギー住宅及び低炭素建築物の計画実践技術
コース番号 日　程
AHA05 11/28（火）・29（水）

建築設計において生産性の向上を目指し、最適化（改善）に
向けた低炭素建築物の新築計画を通して、建築物の省エネル
ギー基準及び低炭素建築物の認定基準を理解します。
１．コース概要及び留意事項
２．見直し区準の概要
３．住宅の省エネルギー基準
４．仕様基準
５．低炭素建築物の計画
６．まとめ

建築設計・施工・建築営業等の業務に従事されている方

筆記用具、電卓

パソコン、住宅生産団体連合会WEBテキス
ト、住宅性能表示協会計算シート、建築研究
所WEBプログラム

受 講 料 7,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース名

コース概要

コース概要

対象者

対象者

持参品

持参品

使用機器

使用機器

建築設計／建築法規編

− 61−

コ
ー
ス
内
容
（
会
津
）　
居
住
分
野



空気調和換気設備工事編

冷媒配管の施工と空調機器据付け技術
コース番号 日　程

AEC01 12/14（木）・15（金）

ルームエアコン工事の現場力強化及び技能継承をめざして、
ルームエアコン据付作業を通し、作業の要点や各種機器の使
用方法などを習得します。
１．ルームエアコンのシステム構成
２．フレア加工と配管接続
３．据付作業とドレン配管
４．真空乾燥と漏洩検査
５．試運転と仕上げ

ルームエアコン据付作業に従事している方、もしくは従事す
る予定の方

筆記用具、作業用手袋

ルームエアコン、真空ポンプ、ゲージマニホー
ルド、チャージバルブ、トルクレンチ、フレ
アツール、リークテスター

受 講 料 9,500円
定 　 員 10名
時 間 帯 9：30～16：30
日数／時間 2日間／12時間

コース名

コース概要

対象者

持参品

使用機器
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企業実習生受け入れのお願い
～事業主のみなさまへ～
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利用

8：00～20：00　　　　　8：00～19：00
施設

設備

※1時間単位でのご利用となります。
※設備利用の際、講師の立ち合いも可能です。（講師派遣）
※冬季降雪の際、除雪対応が出来ない場合がございますのでご了解願います。
上記以外の時間帯にご利用を希望される場合は、ご相談ください。

8：00～17：00　　　　　8：00～17：00

施設設備利用サービス

講師派遣のご案内

施設利用サービスのご案内
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施
設
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あづま陸橋

西町陸橋
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会
場
案
内
図
　
福
島
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会
場
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内
図
　
い
わ
き



WC

WC

（
15
台
）

（17台）

（8台）

施設ご利用者
駐車場
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の
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生
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支
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高
度
ポ
リ
テ
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セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
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コピーしてお使い下さい。

（令和5年度　後期）
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